
高浜地域の緊急時対応（概要版） ②PAZにおける避難・屋内退避の考え方

区域 種別 対象者数
避難等の流れ

備考
警戒事態 施設敷地緊急事態 全面緊急事態

PAZ※

※PAZに準じた
避難を行う地域
を含む。

（発電所か
ら概ね5km
圏内）

避難行動要
支援者
（医療機関・
社会福祉施
設）

高浜町
213人

舞鶴市
（対象施設なし）

合計
213人

 避難計画において避難元施
設ごとに避難先施設を設定。

 避難により健康ﾘｽｸが高まる
者については、放射線防護施
設に入所している場合は輸送
の準備が整うまで屋内退避を
実施し、その他の施設に入所
している場合は近隣の放射線
防護施設へ移動。

避難行動要
支援者
（在宅）

高浜町
639人

舞鶴市
32人

合計
671人

 避難行動要支援者は、指
定された福祉避難所へ避
難。

 無理に避難すると健康ﾘｽ
ｸが高まる避難行動要支
援者は、近隣の放射線防
護施設へ移動。

避難行動要
支援者
（学校・保育
所）

高浜町
961人

舞鶴市
（対象施設なし）

合計
961人

 学校・保育所の児童等は、警
戒事態になった時点で授業・
保育を中止し、保護者へ引き
渡す。

 保護者へ引き渡しができない
児童等は、施設敷地緊急事
態になった時点で避難を行い、
避難先で保護者に引き渡す。

一般住民※3

高浜町
7,811人
舞鶴市
578人
合計

8,389人

 住民はあらかじめ定めら
れた避難所へ避難。

 自家用車を利用可能な者
は自家用車で避難。自家
用車が利用できない者は、
福井県嶺南地方及び舞
鶴市のﾊﾞｽ会社等が保有
する車両で避難。

放射線防護施設※1

（高浜町内7施設、舞鶴市内6施設）
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＜高浜町から避難する者＞

対象者

高浜町：639人
舞鶴市：32人

※1 放射線防護施設には、避難行動要支援者のほか、その支援者等が入る予定。
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支援者の車両で避難

福祉避難所等※２

一次集合場所
（高浜町内4か所）
（舞鶴市内2か所）

バス25台により避難

自家用車で避難（7,729人）

対象者

高浜町：7,811人
舞鶴市：578人

徒歩等で移動（82人）
ﾊﾞｽ2台により避難

＜保護者へ引き渡しができなかった児童等＞

福祉車両28台でﾋﾟｽﾄﾝ輸送
（高浜町26台、舞鶴市2台）

支援者とともに徒歩、車両で避難
（高浜町453人、舞鶴市30人）

バス24台（高浜町21台、舞鶴市3台）、
福祉車両6台（舞鶴市6台）で避難

保護者
引き渡し

開始

高浜町避難先
（県内避難先：敦賀市立看護大学他16
箇所
県外避難先：兵庫県立宝塚高等学校
他21箇所）

高浜町避難先
（県内避難先：敦賀市立

松陵中学校他13施設

県外避難先：兵庫県三田市

駒ヶ谷運動公園他18施設）

＜無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者：188人＞

一時集合場所
（高浜町内4か所）

（高浜町186人、舞鶴市2人）

＜避難可能な者：483人＞

＜舞鶴市から避難する者＞

自家用車で避難（517人）

徒歩等で移動（61人） ﾊﾞｽ6台により避難

舞鶴市避難先
（府内避難先：京都市東山青

少年活動ｾﾝﾀｰ他11施設
府外避難先：兵庫県神戸市田

園スポーツ公園他1施設）

一時集合場所
（舞鶴市内6か所）

対象施設

高浜町（8施設：961人）

しょうりょう

さん だ し

こま が や

放射線防護施設※1

（若狭高浜病院、若狭高浜病院付属介護
老人保健施設 等）

対象施設

高浜町（5施設：
213人）

※1 放射線防護施設には、避難行動要支援者のほか、その支援者等が入る予定。

避難先
（敦賀市内7施設）

施設内移動又は近隣の屋内退
避施設へ移動（職員が介護）

バス3台、福祉車両18台（職員同乗）により避難

＜無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者：107人＞

＜避難可能な者：106人＞

福祉車両4台で避難

※2 京都府では、「京都府災害時要配慮者避難支援ｾﾝﾀｰ」
が舞鶴市と連携の上、避難先を調整・確保

※3 一般住民の対象者数は、PAZ内住民の人口。



区域 種別 対象者数

屋内退避 ／一時移転等の流れ

備考
警戒
事態

施設敷地
緊急事態 全面緊急事態

UPZ
（発電所か
ら概ね5～
30km圏
内）

避難行動要
支援者
（医療機関）

福井県
650人

京都府
1,047人

合計
1,697人

 施設毎の避難計画は策定済み。

 福井県では、避難元施設ごとに
受入施設を事前設定

 京都府では、「京都府災害時要
配慮者避難支援センター」が受
入施設を調整・確保

避難行動要
支援者
（社会福祉施
設）

福井県
883人

京都府
2,369人

合計
3,252人

 福井県では、避難元施設ごとに
受入施設を事前設定。

 京都府では、「京都府災害時要
配慮者避難支援センター」が受
入施設を調整・確保。

避難行動要
支援者
（在宅）

福井県
1,768人

京都府
9,125人

合計
10,893人

 一時移転等が必要となった避難行
動要支援者は、関係市町が準備し
た避難先に一時移転等を行う。

 なお、介護ベット等が必要な在宅
の避難行動要支援者は、福井県
においては、関係機関と調整し福
祉避難所等を確保。京都府におい
ては、「京都府災害時要配慮者避
難支援センター」が福祉避難所等
を確保。

避難行動要
支援者
（学校・保育
所・幼稚園
等）

福井県
7,010人

京都府
16,825人

合計
23,835人

 警戒事態になった時点で授業・
保育を中止し、保護者への引き
渡しを開始。

 保護者へ引き渡しができない児
童等は、全面緊急事態になった
時点で屋内退避を行い、その後、
一時移転等の指示に基づき避難
先へ避難し、保護者に引き渡す。

一般住民※2

福井県
44,614人

京都府
119,223人

合計
163,837人

 事前に設定している避難先へ一
時移転等を実施。

 自家用車や関係府県等が準備し
たバス等により避難。

避難先福祉施設
（229施設）

府県内避難先施設

福井県：91施設
京都府：437施設

自家用車、ﾊﾞｽ等により避難
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屋内退避
（93施設：
3,252人）

屋内退避
（10,893人）

屋内退避
（163,837人）

屋
内
退
避
の
準
備
を
開
始

ﾊﾞｽ・福祉車両（支援者同乗）により避難

ﾊﾞｽ・福祉車両（職員同乗）により避難

ﾊﾞｽ（教職員同乗）により避難

一時移転等
対象学校等

一時移転
等対象者

一時移転
等対象者
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高浜地域の緊急時対応（概要版） ③UPZにおける屋内退避・一時移転等の考え方

対象施設
（169施設）

保護者
引き渡し

開始

屋内退避
（19施設：
1,697人）

ﾊﾞｽ・福祉車両（職員同乗）により避難

避難先医療機関
（41施設）

府県内避難先施設
福井県：91施設
京都府：437施設

※1 ＯＩＬ基準に基づく避難等や一時移転のこと。
※2 一般住民の対象者数は、PAZ内住民の人口。

一時移転等
対象病院

一時移転等対
象福祉施設

一時移転等
の指示

一時移転等
の指示

一時移転等
の指示

一時移転等
の指示

一時移転等
の指示

＜引き渡しできなかった児童等＞

屋内退避
（169施設：
23,835人）

府県外避難先施設
福井県：133施設
京都府：445施設

福井県及び京都府が、それぞれの府県内の
バス会社等から必要となる輸送手段を調達。
不足する場合は、関西広域連合及び政府の
支援の下、隣接府県等から輸送手段を調達。

※１

府県外避難先施設

福井県：133施設
京都府：445施設

府県内避難先施設
福井県：91施設
京都府：437施設

府県外避難先施設
福井県：133施設
京都府：445施設

福祉避難所

※介護ベッド等が必要な
在宅の避難行動要支援
者は、福祉避難所等を確
保。
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